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1. MVNO各社のフィルタリングサービス提供状況について①

3

■フィルタリングサービスの申込率の状況
今回期間︓2020年4⽉1⽇〜2020年8⽉31⽇
前回期間︓2019年10⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇
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申込率＝申込数÷⻘少年利⽤者登録数
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■フィルタリングサービスの有効化措置率の状況
有効化措置率＝有効化措置数÷フィルタリング申込数
※⻘少年利⽤登録数がベースとなっています。

今回期間︓2019年10⽉1⽇〜2020年8⽉31⽇
前回期間︓2019年10⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇

1. MVNO各社のフィルタリングサービス提供状況について②

有効化率とは
店頭で有効化措置を⾏った件数等※を元に
算出。

※web申込分は、契約者から有効化実施
の旨の申告があったものだけをカウントして
おり、契約から6か⽉以内に申告がないも
のは、有効化措置が⾏われていないものと
してカウント。
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有効化率ではなく実際のアプリケー
ションのアクティベート率。
※アクティベート率＝
ｱﾌﾟﾘｱｸﾃｨﾍﾞｰﾄ数÷ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ申込数



2. フィルタリングサービス申込み及び有効化率の改善に向けた各社の取組み
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 Webを活⽤した啓蒙活動
フィルタリング及びペアレンタルコントロールについて、webコンテンツを活
⽤した啓蒙活動の実施



2. フィルタリングサービス申込み及び有効化率の改善に向けた各社の取組み

6

 フィルタリング利⽤の向上に向けた取組み
web申込み時のフィルタリングサービスについての案内の徹底

 利⽤者の年齢が⻘少年の場合、⻘少年
利⽤にあたっての注意事項や必要なオプ
ションサービスが表⽰

 フィルタリング申込の有無を選択しなけれ
ば、契約⼿続きが進まない

 申し込まない場合、不加⼊に対しての申
請画⾯が表⽰



2. フィルタリングサービス申込み及び有効化率の改善に向けた各社の取組み
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サービスエリア内のお客さまからの申込みに際しては、担当者が訪問して他の初期設定
とあわせてフィルタリングの有効化措置を⾏っているので、有効化措置が⾮常に⾼い割
合を維持している。
また、⾼齢者など、お客さまが希望した場合は対象年齢以外でも無料でフィルタリング
サービスを提供するといった取り組みも⾏っている。

初期設定サービス（無料）に含めて、有効化操作をショップスタッフが実施しているた
め、有効化率は⾼くなっている。

サービス申込時に使⽤者が18歳未満であると回答したユーザに対し、フィルタリング
サービスの利⽤状況をWEB経由で回答するよう、メールで定期配信している。

 フィルタリング利⽤及び有効化の向上に向けた取組み



2. フィルタリングサービス申込み及び有効化率の改善に向けた各社の取組み
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その他︓フィルタリングアプリの改善
独⾃のフィルタリングサービス提供により、フィルタリングサービスの改題
を⼀部改善

フィルタリング利⽤での課題への対応
① HUAWEIやoppoなどのグローバル
メーカーの端末への対応

② SNSへのフィルタリング対応

③ Chrome等の⼀般的なブラウザへの
対応

④ マルウェア対策等のセキュリティサービ
スにも対応

⑤ 実際のアプリの稼働状況の確認によ
る保護者への利⽤促進



3. フィルタリング利⽤促進に向けた課題
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 適切に⻘少年利⽤について申告いただく必要があるという旨の訴求が⼗分にはでき
ていないこと。

 WEB契約は、申込受付時に対⾯案内をすることが出来ないため、あくまで申込者
の意思に委ねられており、⼤幅な申込率の改善が困難。

 回線契約時にフィルタリングの必要性の説明を⾏っているが、費⽤が継続的にかかる
ことから、メディアやチラシ配布等による定期的なアプローチを⾏う等、継続的に保護
者へ理解を求めることが重要。

 提供・推奨するフィルタリングサービスが有償であるため、他サービス、お客さま保有の
市販ソフト、ＯＳ付随のフィルタリング機能でも可能である。そのため、実際のフィルタ
リング利⽤率が把握できない。
特にｉＯＳの場合、ベンダーのフィルタリングソフトの機能が⼗分でないため（アプリ
フィルター機能などがない）、スクリーンタイムの利⽤を推奨しているが、実施状況を
把握できない。

 有効化率について、アンケート回答をベースに算出せざるをえない状況であり、実態
を正確に把握するのが難しい状況である。




